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【序】(TTT)2I3+δ (δ < 0.1,以下 TTT–I3)は，Casianら [1,2]に

よって無次元熱電性能指数 ZT が 2を超えることが理論的に

予測されている擬一次元有機伝導体である．一次元方向の電

気伝導度 σが室温で約 1000 S cm−1と非常に高い一方で，熱

電能も約 50 µV K−1と比較的高い値を保っている．また，約

50 Kで金属から半導体に電子状態が変化する．伝導バンドを

形成する TTT(=tetrathiatetracene)分子とヨウ素原子の比は約

2:3だが，若干の不定比性がある．これによって，TTTバンド

のフィリングや電荷キャリアの散乱時間が変化し，電気伝導

度や状態変化の温度に試料依存性が生じる．本講演では液相

から成長させた単結晶の ZT の試料依存性について報告する．

【結果】図 (a)–(c)に 3個の試料 (#1602, #1701, #1704)の電気

抵抗率 ρ = 1/σ，熱電能 S，熱伝導度 κの温度依存性を示す．

室温以下の ρの温度依存性は，金属的もしくはわずかに半導

体的だが，いずれの試料とも 40–50 K以下で急激に上昇した．

S は試料依存性が大きく，符号まで変化することが初めてわ

かった．300 Kで+50から−95 µV K−1の間で変化した．これ

らの変化は，TTT–I3 が室温においても単純な金属ではなく，

フェルミエネルギー近傍に小さいギャップのある半導体であ

ると仮定すると説明することができる．一方，κの試料依存

性は小さく，ρの絶対値も考慮すると，格子系の寄与が支配

的であると考えられる．室温付近の増大は熱輻射の影響によ

るものだと考えている．

　図 (d)，(e)に，測定結果から計算した ZT と出力因子 PFを

示す．最高のZTは#1701の 0.033 (300 K)であった．一方，PF
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図 (TTT)2I3+δ(試料 #1602，#1701，

#1704)の (a)電気抵抗率，(b)熱電

能，(c)熱伝導度，(d)無次元熱電

性能指数，(e) 出力因子の温度依

存性.

の最高は#1602の 730 µW K−2 m−1 (54 K)であった．これは分子性導体として非常に大きい値であ

る．#1701の結果はいずれの輸送係数とも，気相で成長させた結晶についての Hueweら [3]の報

告とほぼ一致する．一方，他の 2つの試料については，室温で S の符号や絶対値が大きく異なる

という，過去に報告のない挙動が観測された．講演では ZT が理論予測より大幅に低い原因や，大

きい試料依存性の起源などについて議論する．
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